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が広がっているため U がW より小さくなる。また一般に TinO2n 1 では、nの値によって
絶縁体から n型半導体、金属へと変化する（n :1! 1）[2][3]。今回まず我々は、このTiO
の金属的特性を利用し、MgO(100)基板上に伝導性の超薄膜を形成することを試みた。通常
MgOのような酸化物結晶表面において金属は、表面自由エネルギーの境界での釣り合いが、
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